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翌
日
は
下
田
湾
の
黒
船
を
観

察
し
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
過
ご

し
ま
し
た
が
、
松
陰
の
持
病
で
あ

る
疥
癬
（
皮
膚
病
）
が
発
し
た
た

め
、
20
日
に
は
蓮
台
寺
温
泉
に
向

か
い
ま
し
た
。
蓮
台
寺
の
共
同
湯

で
医
者
の
村
山
行
馬
郎
に
出
会
い
、

そ
の
好
意
を
受
け
、
下
田
と
蓮
台

寺
を
行
き
来
し
な
が
ら
３
日
間
、

村
山
邸
（
現
吉
田
松
陰
寓
寄
処
）

に
泊
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
密
航
を
実
行
し
た
の
は

25
日
夜
半
過
ぎ
の
こ
と
で
し
た
。

稲
生
沢
川
河
口
よ
り
小
舟
で
漕
ぎ

出
し
ま
し
た
が
、波
が
高
く
断
念
。

岸
に
上
が
り
柿
崎
弁
天
島
の
祠
で

夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

　

２
日
後
の
27
日
、
再
び
密
航
を

企
て
た
二
人
は
、
蓮
台
寺
で
入
浴

し
た
後
、
夜
半
過
ぎ
に
弁
天
島
付

近
よ
り
小
舟
に
乗
っ
て
沖
の
黒
船

に
向
か
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
ペ

リ
ー
提
督
の
乗
る
ポ
ー
ハ
タ
ン
号

に
漕
ぎ
寄
せ
、
飛
び
乗
り
ま
し
た

約
締
結
の
た
め
、
ペ
リ
ー
艦
隊
が

再
び
来
航
し
た
こ
と
を
知
る
と
、松

陰
は
志
を
共
に
す
る
金
子
重
輔
と

密
航
を
企
て
ま
し
た
。
横
浜
で
は

機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、２

人
は
開
港
場
と
な
っ
た
下
田
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

松
陰
ら
が
下
田
に
到
着
し
た

の
は
嘉
永
７
年
３
月
18
日
午
後
で

し
た
。
幕
吏
の
目
を
く
ら
ま
す
た

め
、
松
陰
は
瓜
中
万
二
、
重
輔
は

市
木
公
太
と
変
名
し
、
岡
村
屋
に

宿
を
と
り
ま
し
た
。

　

吉
田
松
陰
は
、
江
戸
時
代
後
期

の
天
保
元
年
（
１
８
３
０
）、長
門

国
萩
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
よ

り
学
問
に
秀
で
、
19
歳
で
伝
統
的

な
兵
法
（
山
鹿
流
兵
法
）
師
範
と

し
て
明
倫
館
で
教
鞭
を
執
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
眠
れ
る
獅
子
と
恐

れ
ら
れ
て
い
た
清
国
が
ア
ヘ
ン
戦

争
で
イ
ギ
リ
ス
に
惨
敗
し
た
こ
と

を
知
る
と
、西
洋
列
強
の
強
さ
と
、

旧
来
の
日
本
兵
法
が
時
代
遅
れ
と

な
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
、
九
州
や

東
北
に
遊
学
し
た
後
に
、
江
戸
に

て
佐
久
間
象
山
に
師
事
し
、
儒
学

や
洋
学
、
砲
学
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
嘉
永
６
年
（
１
８
５

３
）
、
浦
賀
に
来
航
し
た
ペ
リ
ー

艦
隊
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
に
接
し

た
こ
と
に
よ
り
、海
外
渡
航
し
、西

洋
事
情
を
学
ぶ
決
意
を
固
め
ま
し

た
。
翌
嘉
永
７
年
、
日
米
和
親
条

め
い 

り
ん 

か
ん

さ    

く    

ま  

し
ょ
う
ざ
ん

か
の  

う
ち  

ま
ん   

じ

い
ち   

き   

こ
う   

た

か
い  

せ
ん

む
ら
や
ま 

ぎ
ょ
う 

ま  

ろ
う
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が
、
小
舟
は
刀
や
荷
物
と
と
も
に

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
艦
上

で
は
通
訳
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
米
国

へ
の
密
航
を
必
死
に
頼
み
ま
し
た

が
、
条
約
を
結
ん
だ
ば
か
り
で
あ

り
、
日
本
の
法
に
背
く
こ
と
は
で

き
な
い
、
と
断
ら
れ
、
ペ
リ
ー
に

面
会
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
米
艦

の
ボ
ー
ト
で
福
浦
に
送
り
返
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

松
陰
ら
は
小
舟
が
旅
装
と
一
緒

に
流
失
し
た
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ

事
が
露
見
す
る
と
考
え
、
翌
日
、

柿
崎
村
名
主
の
増
田
平
右
衛
門
宅

に
自
首
し
ま
し
た
。
長
命
寺
（
現

中
央
公
民
館
、
吉
田
松
陰
拘
禁
之

跡
）
に
一
時
拘
禁
さ
れ
た
後
、
平

滑
の
獄
に
収
監
さ
れ
、
４
月
11
日

に
江
戸
伝
馬
町
の
獄
に
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

江
戸
で
の
取
調
べ
の
後
、郷
里
萩

の
野
山
獄
に
収
監
さ
れ
ま
し
た
。

26
歳
の
時
、生
家
預
か
り
と
な
り
、

叔
父
の
玉
木
文
之
進
が
開
い
て
い

た
松
下
村
塾
を
引
き
継
い
で
主
宰

者
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）、幕
府

が
朝
廷
の
勅
許
を
得
ず
に
日
米
修

好
通
商
条
約
を
締
結
す
る
と
、
松

陰
は
激
し
く
非
難
し
、
幕
府
老
中

間
部
詮
勝
の
暗
殺
を
企
て
ま
し
た
。

警
戒
し
た
長
州
藩
は
再
び
松
陰
を

投
獄
し
、
井
伊
直
弼
に
よ
る
安
政

の
大
獄
が
始
ま
る
と
、
江
戸
に
送

致
さ
れ
、
安
政
６
年（
１
８
５
９
）

10
月
27
日
に
江
戸
伝
馬
町
の
獄
で

処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
30
歳
で

し
た
。

　

下
田
市
の
姉
妹
都
市
山
口
県

萩
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
「
吉

田
松
陰
先
生
１
５
０
年
祭
」
記
念

式
典
等
に
参
加
し
、
松
陰
先
生
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
両
市
間
の
更

な
る
友
好
交
流
を
推
進
す
る
た
め

市
民
号
を
企
画
し
ま
し
た
。

実
施
日

　
　

10
月
24
日（
土
）〜
26
日（
月
）

募
集
定
員　

40
名
程
度

参
加
費
用　

５
６
，
０
０
０
円

程
度
（
食
事
代
含
）

募
集
要
件　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方
。
ま
た
、
全
行
程
に
支
障
な
く

参
加
で
き
る
健
康
な
方
で
、
団
体

行
動
に
協
力
で
き
る
方
。

申
込
方
法　

お
申
し
込
み
は
往
復

は
が
き
に
左
記
の
内
容
を
記
入
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日　

９
月
10
日
（
木
）
ま
で

　
　
　
　
　

（
当
日
消
印
有
効
）

　

松
陰
は
下
田
で
の
密
航
に
つ
い

て
、
次
の
句
を
詠
み
ま
し
た
。

世
の
人
は

　

よ
し
あ
し
ご
と
も
い
は
ば
い
へ

　
　

 

賎
が
誠
は
神
ぞ
知
る
ら
ん

                    

藤
寅

 

〈
要
約
〉

　
　

世
間
の
人
は
、良
く
も
悪
く
も
言
い

　
　

た
い
よ
う
に
い
え
ば
い
い
。
私
の

　
　

誠
は
神
が
知
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

注
意
事
項

・
必
ず
往
復
は
が
き
に
て
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
電
話
受
付
不
可
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。
結
果
発
表
は
、
往
復

は
が
き
の
返
信
に
て
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
秘
書
広
報
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
１

行　　程
10/24
（土）

10/25
（日）

10/26
（月）

下田駅発(6:43)…【鉄道】…新山
口駅…【バス】…萩市到着
午前:萩市内視察
午後:吉田松陰先生150年祭「記念式
典」、記念講演、松陰先生ゆかりの地・
人のつどい、交流会
午前:萩松陰神社宝物館内覧会等
午後:萩市出発…【バス】…新山口駅…
【鉄道】…博多駅…【地下鉄】…福岡空
港…【JAL3819】…富士山静岡空港…
【バス】…下田到着（23:30予定）

◎ 返信はがきの記入方法
往信（おもて） 返信（うら）

下
田
市
東
本
郷
１－

５－

18

　

下
田
市
役
所
総
務
課

　

秘
書
広
報
係

　
「
下
田
市
民
号
係
」

〒415-8501

ここには何も記入

しないでください

（白紙のまま）

※参加決定の発表

の際に使用します。

返信（おもて） 往信（うら）

ご
自
分（
代
表
者
）の

　

① 

郵
便
番
号

　

② 

住
所

　

③ 

名
前　

を
記
入

参加希望者全員の
①氏名
②住所
③年齢
④電話番号　を記入
（はがき１枚で最大
  ４名まで記入可能）

・応募は１枚のはがきで最大４名まで記入
できます。５名以上でお申し込みの場合
は、希望者全員が参加できるとは限りませ
ん。
・応募はがきについて、同一氏名・同一内
容による複数枚の申し込みは受付しません
ので予めご了承ください。
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吉
田
松
陰
先
生
１
５
０
年
祭

萩
市
訪
問

萩
市
訪
問
下
田
下
田
市
民
号

市
民
号
参
加
者
募
集

　　弁天島からの下田港の眺望
松陰はここで何を思ったのだろうか

上：松陰と重輔が夜を明かした柿崎弁天祠
右下：岡村屋（下田屋旅館）左下：上陸所跡（福浦）

松
陰
の
そ
の
後

踏
海
の
朝　

下
田
湊
で
夢
見
た
も
の

幕
末
を
駆
け
抜
け
た
志
士　

吉
田
松
陰

　

「
明
治
維
新
の
先
駆
者
」
と
し
て
今
日
も
敬
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
吉
田
松
陰
が
、
安
政
の
大
獄
に
連
座
し
刑
死
し
て
か
ら
本
年
で
１
５

０
年
と
な
り
ま
す
。
松
陰
が
下
田
で
実
行
し
た
踏
海
の
企
て
は
、
下
田
に
入
港
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
に
便
乗
し
、
海
外
に
密
航
す
る
と
い
う

大
胆
な
計
画
で
し
た
。
そ
れ
は
日
本
国
の
行
く
末
を
深
く
憂
い
、
国
禁
を
犯
す
決
死
の
覚
悟
で
臨
ん
だ
行
為
で
あ
り
、
結
果
、
失
敗
に
終

わ
り
ま
し
た
が
、
後
に
松
下
村
塾
で
教
え
、
明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
多
く
の
逸
材
を
生
み
出
す
契
機
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

下
田
で
の
踏
海
に

至
る
ま
で

下
田
で
の
松
陰

踏海の朝像（吉田松陰と金子重輔）　柿崎弁天島公園内

松陰が治療した蓮台寺村山邸
（静岡県指定史跡 吉田松陰寓寄処）

柿崎弁天島（モジャイスキー画）
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